
 

 

 

 

公益財団法人 社会貢献支援財団よりあさひ福祉作業所 

(島 武代)が表彰されることになりました。 

 

 

あさひ福祉作業所（島 武代）が永年の功績が認められ、この度表彰をされることになり

ました。来る 11 月 30 日に帝国ホテルにて開催される表彰式にはあさひのメンバー全員で

祝いの席に参加することになりました。次号のあさひ便りで又ご報告させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東の割地区 スポレク祭に参加して 

あさひ代表 島 武代 

 10 月に入り、連日の秋晴れで心地よい季節を迎えました 

この季節、どこの地域でも町内会の運動会が行われます 

あさひの彼らも地域のスポレク祭（スポーツレクリエーション祭り）に参加しました。この

スポレク祭は地域の班別で競技を競いますが、班ごとの得点にはならず、和気あいあいの中

で老若男女、子供達で地域の方々との交流を深めていきます。あさひの彼らは毎年、地域の

方々に交じって喜び勇んで参加します。競技が長引くと係りの人がサッと手を差し伸べてく

ださり、又場面によっては、彼らがサッサとでき、地域の方が苦戦している時もあり、健常

者・障がい者の垣根がなく心温まる一日となります。あさひ福祉作業所設立４０年余り、地

域での生活をモットーにしてきて、個々の人格を認めてもらえている事、実にうれしいこと

です。ここにグループはこび屋さんの１０月号の通信号（文責野崎忠郎）を掲載させていた

だきます 

あさひ便り 
平成 27 年 11 月 24 日 ＮＯ。18 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

もちつき大会交流会 第１２回 

日時：平成２７年１２月１２日（土）午前１０時～午後２時 

☆のしもちの注文も承っております。同封のはがき等をご利用ください。 

（切手を貼らないでそのまま投函いただけます。） 

餅つき大会のもち米について 

指導員 牧本拓也 

 

10 月いっぱいであさひの田んぼは稲刈り、天日干し、脱穀とすべて終了しました。 

今年はうるち米、もち米ともに不作で前年と比べて 6～7割ほどでした。 

よって 12 月 12 日のあさひ交流会の餅つき大会のおもちは、高根町の小宮山農園の有機低農

薬栽培のもち米を使用いたします。ご了承ください。来年はがんばります。 

 

 

8 月 1 日の交通事故で入院していました小林徹さんが 

無事退院されました。 

 

韮崎に散髪と買い物に出かけた日、遅くな

り道路を横断中に車にはねられた小林さん

でしたが、９月２４日に退院しました。その

４日後夜、急に４０℃の発熱とふるえがおそ

い救急車で緊急入院しました。腎盂腎炎との

ことで又、２０日程の入院生活を送ることに

なりました。おかげ様で 10 月 16 日に退院

してホームでの生活に戻ることができまし

た。お見舞いや祈りをささげて下さった皆様

にあらためて御礼申し上げます。 

彼自身がご家族にと、パソコンでお礼の手紙をしたためておりますので、本人の許可をと

りここに原文のまま掲載させていただきます。彼は毎月パソコンを利用する前までは、手書

きで…パソコンを手にしてからは…こつこつと辛抱強く毎月ご家族に手紙を出しています。

見習わなくてはいけませんね。想いを伝えることは…愛…なのだと。 



 

 

ぶーこっこ広場便り 

岡本隆光 

ぶーこっこ広場の近況について 

 

広場の周辺は、早くも秋から冬に移ろうか、という雰囲気です。 

さて、沢山の皆様からぶーこっこ広場基金に一杯の協賛金を入れていただきました。お陰

さまで念願のユンボ君を購入することが出来ました。ほんとに、ほんとにありがとうござ

います。交流会の席には、ユンボ君=名付けて「ぶーこっこ号」をお披露目することが出来

ます。 

広場の方はまだまだ色々な難関が待ち受けていますが、ぶーこっこ号を先頭にして切り

拓いていこうと、皆張り切っています。皆様どうぞ遊びに来て下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 17 日現在の受け取り協賛金 

１，７７１，８７０円 

協賛者 １１３名  



 

 

西遊記２５００km  

 

山梨～大三島～天草～小倉～広島～山梨 

                （母方  父方  兄弟） 

中山正博 

 10 月 16 日～20 日までこの度お休みをいただき、12 年ぶりの墓参りふるさとツアーを父

と母、弟と私 4人で小さな軽自動車で巡ってまいりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この写真は、今回の旅の写真集の表紙です。これは、熊本県天草郡有明町小島子にある功

徳庵という中山家のお墓のあるお寺の前の海岸から対岸の長崎方面を撮ったものです。1945

年(昭和 20 年)8 月 9 日午前 11 時 02 分…ちょうど墓から降りてきていた父(当時１４歳)は

ここであの閃光を見、轟音を聞いたといいます。たった一機の爆撃機が飛んでいたそうで

す・・・。もちろん、その時にはこれがアメリカの新型爆弾（原子爆弾）だとは知らなかっ

たといいます。ここで、そのような事を想いながら海岸に行き、青い海を眺めて少しの時間

を過してきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小倉城 

原 爆 ド ー ム 

広島 



 

 

偶然か必然か、小倉から山梨への途中滞在地の宿を探したところ３人一部屋の格安宿が見つ

かったのが、広島の原爆公園のすぐ隣でした。数十年ぶりに原爆ドームを目の前にして…時

のたつことの早さと、変わることの無いその有様に今人類が直面している問題を重ね合わせ

ながら朝の路面電車が走る広島の街中を、何事も無いかのような青空の下、散歩してまいり

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大島子八幡宮でのお祭り日に合わせての、ミニ同窓会…集まった同級生たちの穏やかな笑

顔に象徴されるように、人生を生きて…年を重ねていくことの深みをほんの少しですが感

じることができました。今回の西遊記２５００km であったすべての方々と自然とご先祖の

方々に感謝です。ありがとうございました。 

 

 

左から２番目が父 

父の同窓会、手作り表札をお土産に！！ 天草 

大三島 大山祇神社 



 

 

 

 

 

思い出させてくれる存在 

 

 能力や効率を崇拝し、愛を忘れてし

まいがちな社会にあって、知的障がい

を持つ人たちは、心の大切さを絶えず

思い出せてくれる存在です。彼らの共

同体を求める叫びは、私たち誰もが共

同体を必要としていることをいつも私たちに思い出させてくれます。知的障がいを持つ人

たちがより優れた自律に向かって進歩し、成長するように求められているのも事実です

が、何よりも彼らが必要としているのは、友情の全体的なネットワークであり、安心感や

帰属感を与え、一人ひとりに自分の持っている賜物を気付かせ、成長するように励まし、

愛する心と奉仕の精神を伸ばしてくれる共同体です。 

 

Jean Vanier,/An Ark for the Poor/, p.60 

 

 

 特定非営利活動法人あさひ  あさひテレサホーム 

〒408-0002 山梨県北杜市高根町村山北割 86-6  http://www.asahi-teresa.com 
TEL 0551-47-3950  FAX 0551-47-4414   asahi-fukushi@cd.wakwak.com 

賛助会費・寄付金等  ★郵便局振込★ 00220-1- 98254        編集者：中山 正博 

 

 

 

 

大三島 大山祇神社 

http://www.asahi-teresa.com/
mailto:asahi-fukushi@cd.wakwak.com

